
○登録者情報

菅原 正明（すがはら まさあき）

所在地 大阪府 

組織名・所属 役職 菅原正明公認会計士・税理士事務所 

所長 

略歴 

大手監査法人を退職後、2002 年に菅原正明公認会計士・税理士事務所を開設。 

○主な取組内容・実績

＜公営企業関係＞ 

・2010 年度以降、地方公営企業法の適用に伴う移行事務支援を実施。支援事業は下水道事

業、簡易水道事業、競艇事業など多岐にわたる。 

・2012 年度以降、地方公営企業会計制度の見直し、諸費税に関する相談対応や申告作成支

援の他、水道料金の見直しやアセットマネジメント等のアドバイザリー業務を実施。 

・2017 年度以降、水道事業、下水道事業、博物館事業、渡船事業等、多数団体の経営戦略の

策定や見直しを支援。 

＜地方公会計の整備関係＞ 

・2003 年度以降、継続して地方公会計業務に従事。

・特に複式簿記化、固定資産台帳整備を前提とした「基準モデル」採用団体を多数支援する

とともに、「今後の新地方公会計の推進に関する研究会」委員として、「統一的な基準」の取

りまとめに貢献。 

・「統一的な基準」の設定後は、固定資産台帳の整備、財務書類の作成、分析資料の作成支

援だけでなく、日々仕訳対応の財務会計システム導入に関する助言及び指導を実施。 

地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業 

（地方公会計の整備関係） 



 

・施設マネジメントヘの地方公会計情報の活用について、費用対効果を踏まえたセグメント

分析等、実効性のある制度の導入に向け、助言及び指導を実施。 

 

＜公共施設等総合管理計画の見直し関係＞ 

・2015 年度以降、中長期的な更新費用の推計等、公共施設等総合管理計画の策定を支援す

ると共に、今後の公共施設の在り方に関してアドバイザリー業務を実施。 

・2020 年度からは個別施設計画の策定支援を実施。既に策定した公共施設等総合管理計画

の方針を踏まえ、現状の評価と今後の方針見直しについて助言。 

・固定資産台帳を活用した将来更新費用の推計等、施設マネジメントヘの地方公会計情報の

活用について指導・助言を行う。 

 

○その他 
・公認会計士、税理士 

・2008 年 総務省「地方公会計の整備促進に関するワーキンググループ」委員 

・2010 年 総務省「今後の新地方公会計の推進に関する研究会」委員 

・2011 年 日本公認会計士協会「今後の公会計基準検討専門部会」専門委員 

・2013 年 総務省「地方公共団体における財務書類の作成基準に関する作業部会」委員 

・2013 年 総務省「地方公共団体における固定資産台帳の整備等に関する作業部会」委員 

・2014 年 総務省「今後の新地方公会計の推進に関する実務研究会」委員 

・2016 年 総務省「地方公会計の活用のあり方に関する研究会」委員 

・2017 年 総務省「地方公会計の活用の促進に関する研究会」委員 

・2018 年 総務省「地方公会計の推進に関する研究会」委員 

・2018 年 総務省「セグメント分析に関するワーキンググループ」委員 

・2019 年 総務省「地方公会計の推進に関する研究会（令和元年度）」委員 

・2019 年 日本公認会計士協会「地方公会計・監査検討専門委員会」専門委員 

・2020 年 大阪府門真市 代表監査委員 

・2020 年 守口市門真市消防組合 監査委員 

・2022 年 総務省「今後の地方公会計のあり方に関する研究会」委員 

・2022 年 総務省「統一的な基準の検証に関するワーキンググループ」委員 

・一般社団法人地方公会計研究センター 理事・副会長 

・自治大学校 講師 

・関西学院大学人間福祉学部 非常勤講師 

 

【著書】 

・「図解 地方公会計対応 自治体職員のための複式簿記入門」（ぎょうせい、監修） 

・「図解 公営企業職員のための消費税入門」（ぎょうせい、監修） 



 

・「はじめての会計と税務」（関西学院大学出版会、共著） 

・「新地方公会計 実務上の諸問題」（東邦書房、共著） 

・「続・新地方公会計健全な社会インフラの整備」（東邦書房、共著） 

・「基準モデルで変わる公会計」（東邦書房、共著） 






